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26

　
奄
美
群
島
と
小
笠
原
諸
島
に
お
け
る
各
改
正
特
措
法
（
奄
美
群
島

振
興
開
発
特
別
措
置
法
及
び
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
）
は
、
平
成
二
六
年
三
月
二
八
日
、
参
議
院
本
会
議
に

お
い
て
全
会
一
致
で
可
決
成
立
、
五
年
間
の
延
長
が
図
ら
れ
る
こ
と

と
な
り
、
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
両
地
域
は
昭
和
二
一
年
一
月
、
沖
縄
県
や
ト
カ
ラ
列
島
と
と
も
に

日
本
本
土
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
米
国
の
施
政
下
に
お
か
れ
ま
し
た
。

奄
美
群
島
は
昭
和
二
八
年
、
小
笠
原
諸
島
は
同
四
三
年
に
よ
う
や
く

祖
国
復
帰
を
果
た
し
ま
す
が
、
わ
が
国
の
行
政
権
が
お
よ
ば
な
か
っ

た
期
間
に
お
け
る
諸
制
度
や
生
活
産
業
基
盤
整
備
の
立
ち
後
れ
を
は

じ
め
、
小
笠
原
諸
島
は
遠
く
太
平
洋
に
孤
立
す
る
と
い
う
地
理
的
条

件
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
内
地
離
島
と
は
異
な
る
「
特
殊
事
情
」
を
色
濃

く
内
包
す
る
地
域
と
し
て
、
急
速
な
復
興
と
総
合
的
な
振
興
を
図
る

必
要
か
ら
お
の
お
の
特
別
立
法
が
制
定
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
こ
う
し

た
特
殊
事
情
に
鑑
み
て
特
別
措
置
を
講
ず
る
と
い
う
法
理
念
は
、
今

回
の
改
正
法
に
お
い
て
も
引
き
続
き
踏
襲
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
振
興
を
図
る
た
め
に
立
脚
す
る
法
律
は
異
な
る
も
の
の
、
わ
が
国

の
領
域
を
保
全
し
、
国
益
を
確
保
す
る
な
ど
国
家
的
・
国
民
的
役
割

を
果
た
す
重
要
拠
点
と
し
て
、
離
島
振
興
法
に
も
と
づ
く
内
地
離
島

と
同
じ
地
平
に
立
つ
地
域
で
あ
り
ま
す
。
共
通
す
る
政
策
課
題
を
有

す
る
両
地
域
の
市
町
村
に
は
、
沖
縄
県
の
離
島
を
所
管
す
る
市
町
村

と
と
も
に
全
国
離
島
振
興
協
議
会
の
会
員
と
し
て
今
日
ま
で
活
動
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
二
五
年
度
よ
り
公
益
財
団
法
人
日
本

離
島
セ
ン
タ
ー
の
正
式
な
会
員
に
も
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
立
法
府
が
法
案
を
作
成
、
平
成
二
四
年
六
月
に
議
員
立
法
と
し
て

改
正
延
長
が
実
現
し
た
離
島
振
興
法
と
は
異
な
り
、
両
法
は
政
府
に

お
い
て
法
律
案
の
策
定
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
法
改
正
に
あ
た
り
、
奄
美
群
島
の
一
二
市
町
村
で
は
、
平

成
二
五
年
二
月
、
住
民
を
は
じ
め
関
係
者
の
総
意
と
し
て
は
じ
め
て

「
奄
美
群
島
成
長
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
一
〇
年
後
の

五
年
ぶ
り
の
抜
本
改
正
が
実
現

改
正
法
へ
の
期
待
と
課
題

①
地
域
振
興
の
展
望

特
集
　奄
美
・
小
笠
原
法
改
正

ソ
フ
ト
政
策
推
進
を
加
速
化
す
る

改
正
法

昭
和
25
年
長
崎
県
壱
岐
島
生
ま
れ
。
同
46
年
旧
芦
辺
町

役
場
入
庁
。
平
成
15
年
か
ら
旧
芦
辺
町
長
、
同
20
年
に

壱
岐
市
長
就
任
（
現
在
2
期
目
）。
同
24
年
5
月
か
ら

全
国
離
島
振
興
協
議
会
会
長
、
公
益
財
団
法
人
日
本
離

島
セ
ン
タ
ー
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事
長
を
務
め
る
。
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会
長
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川
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一
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あ
る
べ
き
将
来
像
を
見
据
え
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
振
興
策
を
自
ら

主
導
し
よ
う
と
す
る
ま
さ
に
画
期
的
な
試
み
で
あ
り
、
こ
の
ビ
ジ
ョ

ン
が
政
府
案
策
定
を
後
押
し
す
る
大
き
な
力
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　
奄
美
特
措
法
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
は「
奄
美
群
島
振
興
交
付
金
」

の
創
設
で
、
こ
の
活
用
に
よ
り
農
林
水
産
物
移
出
費
や
航
路
・
航
空

運
賃
の
大
幅
低
減
な
ど
が
図
ら
れ
る
見
込
み
で
す
。
二
六
年
度
の
交

付
金
予
算
と
し
て
、
地
方
交
付
税
措
置
も
含
め
て
約
二
六
億
円
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
新
制
度
は
、
平
成
二
四
年
度
か
ら
沖
縄
県

に
導
入
さ
れ
た
「
沖
縄
振
興
一
括
交
付
金
」
と
、
先
の
改
正
離
島
振

興
法
に
よ
っ
て
実
現
し
た
「
離
島
活
性
化
交
付
金
」
の
存
在
が
牽
引

し
た
と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
離
島
振
興
法
に
明
記
さ
れ

て
い
る
基
本
理
念
や
、
国
な
ど
の
責
務
規
定
も
両
法
に
し
っ
か
り
反

映
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
先
行
す
る
諸
制
度
と
、
奄
美
新
型
交
付

金
の
成
果
と
の
相
乗
効
果
で
、
今
後
の
離
島
に
お
け
る
ソ
フ
ト
型
振

興
策
が
ま
す
ま
す
拡
充
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
両
地
域
に
「
産
業
振
興
促
進
計
画
認
定
制
度
」
も
あ
わ
せ

て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
両
地
域
に
は
、
こ
の
離
島
特
区
的
な
制
度
を

積
極
的
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
ゆ
く
ゆ
く
は
そ
の
仕
組
み
を
全
国

の
離
島
に
も
敷
衍
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
わ
が
国
の
排
他
的
経
済
水
域
の
約
三
割
を
確
保
す
る
小
笠

原
諸
島
は
、
東
京
か
ら
一
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ル
と
い
う
超
遠
隔
離
島

で
あ
り
な
が
ら
、
交
通
手
段
は
片
道
二
五
時
間
半
を
要
す
る
六
日
に

一
便
の
貨
客
船
し
か
な
く
、
そ
の
新
船
建
造
や
航
空
路
の
開
設
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
つ
づ
き
十
全
な
振
興
策
を
講
じ
て
い
た

だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
奄
美
群
島
広
域
事
務
組
合
管
理
者
の
朝
山
毅

奄
美
市
長
と
大
島
郡
町
村
会
会
長
の
大
久
保
明
伊
仙
町
長
、
森
下
一

男
小
笠
原
村
長
に
改
正
法
を
活
用
し
た
各
地
域
振
興
の
展
望
や
抱
負

に
つ
い
て
述
べ
て
い
た
だ
き
、
奄
美
群
島
成
長
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

の
懇
話
会
座
長
を
務
め
ら
れ
た
原
口
泉
志
學
館
大
学
教
授
に
奄
美
の

歴
史
背
景
と
そ
の
秘
め
る
可
能
性
を
具つ
ぶ
さ

に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
つ
づ
い
て
、
与
党
と
し
て
法
改
正
を
見
据
え
て
ご
努
力
を
い
た
だ

い
た
自
由
民
主
党
の
保
岡
興
治
奄
美
振
興
特
別
委
員
長
と
石
原
宏
高

前
離
島
振
興
特
別
委
員
会
小
笠
原
小
委
員
長
、
公
明
党
の
遠
山
清
彦

離
島
振
興
対
策
本
部
長
に
改
正
法
へ
の
期
待
に
つ
い
て
お
話
を
お
う

か
が
い
し
、
法
案
策
定
に
尽
力
さ
れ
た
岡
野
克
弥
国
土
交
通
省
特
別

地
域
振
興
官
に
両
改
正
法
の
概
要
と
主
要
条
文
の
趣
旨
に
つ
い
て
ご

報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
一
読
い
た
だ
け
れ
ば
、
離
島

振
興
法
と
の
共
通
点
や
相
違
点
を
は
じ
め
、
両
法
の
大
要
を
把
握
で

き
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
両
地
域
の
意
向
を
し
っ
か
り
汲
み
上
げ

た
法
を
策
定
い
た
だ
い
た
国
土
交
通
省
を
は
じ
め
、
関
係
国
会
議
員

各
位
、
地
元
都
県
お
よ
び
一
三
市
町
村
の
皆
様
の
長
年
に
わ
た
る
ご

尽
力
に
対
し
、
あ
ら
た
め
て
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
特
集
の
構
成
に
つ
い
て


